
平成２９年度 御宿町地域公共交通会議 （千葉県御宿町）
（地域内フィーダー系統確保維持事業）

地域の公共交通の現況

○協議会の開催状況 ５回開催

・（Ｈ２６．１．２８） 乗合運行計画(案）を協議

・（Ｈ２６．２．２５） 目標・効果、費用総額を協議

・（Ｈ２６．３．２５） ネットワーク計画の協議等

・（Ｈ２６．６．１２） ネットワーク計画の協議等

・（Ｈ２７．６．１７） ネットワーク計画の見直し

・（Ｈ２８．１．２２） 平成２７年度１次評価

・（Ｈ２８．６．２１） ネットワーク計画の協議等

・（Ｈ２９．１．２０） 平成２８年度１次評価

・（Ｈ２９．６．２１） ネットワーク計画の協議等

面 積 24.86ｋ㎡

人口 （H29.11月時点）
7,615人

15歳未満 514人

65歳以上 3,712人

高 齢 化 率 48.7％

世 帯 数 3,672世帯

公共交通会議開催状況

事業の目的・必要性

高齢化が県内トップである状況や自動車免許証の返納も増加傾向にある状況などから、高齢者の移動手段の確保
は大きな課題となっている。また 都市部からの移住者（２地域居住含む）が増加していることから、生活圏域の広域化
等により町民の移動ニーズは多様化しており、こうしたニーズに対応した公共交通ネットワークの構築が急務となって
いる。
このような状況の中、地域のニーズに合った交通サービスを将来にわたり確保・維持するため、地域内フィーダー系
統確保維持事業を実施する。

事業の概要

【デマンド交通「 エビアミー号」】
事業者名：株式会社 小湊鉄道
運行区域：御宿町全域
運行日：月曜～日曜（年末年始のみ運休）
運行時間帯：午前８時～午後５時
運行本数：８便／日
運行車両：キャラバン１０人乗り
運賃：大人３００円、小学生１００円、障害者手帳交付者２００円

地域間交通を確保・維持する取組みとして、町内全域をカバーする乗合運行（デマンド型）を地域内フィーダー系統
確保維持事業を平成２６年１０月１日から実施している。これは、ルートを定めず、運行エリア内を乗合で移動す

るもので、事前予約型・町内全域乗合タクシーとして運行している。

御宿町は都市部からの転入者が多いことから、人口減少率は近隣市町と比べ緩やかに推移している。しかし65歳以
上の人口比率は高まりをみせ、高齢化率は千葉県内上位である。
このような状況のなかで、町内を移動する交通手段はタクシーのみであり、高齢者等の移動が困難になっている地
域もある。

また、町外への交通アクセス手段である路線バス（ＪＲ御宿駅とＪＲ勝浦駅を結ぶ）の利用者も減少傾向である。

半島振興対策
実施地域指定
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目標効果の達成状況

定量的な目標・効果

【目標】
・１日あたりの利用者数を1４人と見込む。（総利用者数４，８２８人を見込む）

・運賃収入は、１，４１６，２００円を見込む。

【効果】
①主要な公共施設をはじめ、商店や医療施設へアクセスできる公共交通サービスを提供する。
②民間バス及びＪＲといった幹線交通軸に接続する公共交通サービスを確保する。
③公共交通サービスの提供により徒歩では移動が困難な交通不便地域の解消を図る。
④公共交通機関相互のサービス水準は、民間タクシー＞デマンド＞民間バス」を原則とする。

【御宿町全域】
利用者数：１日あたりの利用者数を１３．３人（総利用者数４，７８９人）

運賃収入は、１，３３０，９００円。（マイナス８５，３００円）

・計画の上では、利用者数と運賃収入はともに下回った。
・前年度の実績ベースで比較すると利用者数は増加した。運賃収入は下回った。
運賃収入が下回った要因は子どもの利用者数（8人→22人）と障害者利用数（574人→758人）

が増えたため。

前回の事業評価結果の反映状況

○利用者が増加すると予測して、共通乗降場所（おんじゅく認定こども園）を1か所追加し、利用促

進に取り組んだ。 8か所→12か所（H28）→13か所（H29）

○利用者の利便性向上（JR御宿駅／特急発車時刻に合わせた）を図るため、運行ダイヤの改正を
行った。（利用者ターゲットを特急電車に乗車する方にした）

・利用者の状況は、移住者が多い開発地域に住んでいる方の利用が多い。高齢者が多い地域で

あるため、地域公共交通のニーズが高い。
また、中山間地域に住む方の利用も多い。
本事業の実施により買い物や通院、JR御宿駅へのアクセスなど、日常生活に必要な移動手段を
確保することができた。
今後は、さらなる高齢化の進展、免許返納者の増加など利用者増の要因があるため、引き続き
運行内容の改善・見直しを慎重に検討し、持続可能な地域公共交通を実施していく必要がある。

今後の改善点

乗合運行エビアミー号の運行を開始して
３年が経過した。
利用者の状況をみると、同じ方の利用が多
く、通勤や買い物、通院など日常生活に必要
な公共交通になっている。
このことから、継続的に利用者のモニタリン
グを行い、ニーズに応じて改善する必要があ
りますが、変化に伴う利用者への影響を十分
に考慮しながら運行設計を行う必要がある。

高齢者の利用が多いことから、安全に乗降
できるよう自動スライドドアや自動ステップ装
置が搭載された車両への買い替えが必要に
なっている。

エビアミー号の走行位置を利用者がわかる
仕組みを取り入れ、待機している利用者の不
安を解消したい。

アピールポイント

①１０人乗りの車両に乗り合って運行する御宿町
乗合運行は、電話予約により運行するため、無
駄のない効率的な運行を図っている。

②住民に親しんでもらうため、乗合運行の愛称を
募集し「エビアミー号」とした。（車両にペイント）

③土日・休日も運行している。
（休日は12月29日から1月3日）

④自宅（付近）まで送迎している。
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